
1 継続
公益林保全整備事
業

木材増産
推進課

28,000 23,000 ↘
荒廃森林の発生を予防し森林の公益的機
能を効果的に発揮させるため、水源かん養
機能等の公益的機能が高い人工林（11～60
年生）の保育間伐を支援

要望調査の積み上げの結果減少となった

2 継続
みどりの環境整備支
援事業

木材増産
推進課

25,150 20,000 ↘
荒廃森林の発生を予防し森林の公益的機
能を効果的に発揮させるため、CO2吸収効
果が高い人工林（11～45年生）の保育間伐
を支援

要望調査の積み上げの結果減少となった

3 新規
造林事業（環境林整
備事業）

木材増産
推進課

－ 40,400 ↑
森林所有者の自助努力では適切な森林整
備が期待できない森林において、森林所有
者に代わって森林組合等が実施する人工林
（11～60年生）の保育間伐を支援

森林所有者の自助努力では適切な森林整備
が期待できない森林において、公益的機能
の維持増進の観点から森林環境税を活用
し、事業を実施する。

4 継続
森林・山村多面的機
能発揮対策支援事
業

林業環境
政策課

13,878 10,464 ↘
適正な森林管理を促進するため、地域住民
等が協力して実施する里山林の保全管理や
森林資源を利用する取り組みを支援

R１年度当初の国の要項改正に伴い、補助対
象事業が減少、また、新しい計画を策定する
際はそれまでの施行地以外で行うこととなっ
た。これによりR１年度の申請団体が減少、
次年度以降も申請数が少なくなることが見込
まれるため減額とした。

67,028 93,864 26,836

（32.8%） （37.7%） ↗

5-1 廃止
シカ捕獲推進事業費
補助金

鳥獣対策課 28,200 － ↓ シカによる農林業被害や自然植生被害を軽
減するため、くくりわなによる捕獲を推進

廃止

5-2 継続
指定管理鳥獣捕獲
等事業委託料

鳥獣対策課 2,585 5,995 ↗ 高標高域の国有林内鳥獣保護区でわな猟
によるシカ捕獲を実施

捕獲事業を実施する鳥獣保護区を１箇所か
ら２箇所に増やしたため

5-3
継続
（拡充）

シカ個体数調査委託
料

鳥獣対策課 1,538 17,000 ↗
科学的根拠に基づく計画的で順応的なシカ
の管理を行うため最新のシカの個体数を推
定

R1年度は、主にH28年度に実施した現地調
査（糞塊法調査65ルート）を基に、H30年度ま
での捕獲頭数等のデータによる計算（ベイズ
推定）のみを実施したが、R2年度は、新たに
現地調査（糞塊法調査70ルート、糞粒法調査
110地点）を実施し、令和元年度までの捕獲
頭数等のデータによりベイズ推定を行うため
予算が増加した。

6 拡充
希少野生植物食害
対策事業

環境共生課 9,569 15,411 ↗
ニホンジカによる希少野生植物の食害被害
を防止するため、現況調査や防護ネットを設
置に必要な取組を支援

被害が増加しつつある石鎚山系の保護指針
の策定業務を追加（2年間)

41,892 38,406 ▲3,486

（20.5%） （15.4%） ↘
108,920 132,270 23,350

（53.4%） （53.2%） ↗

7 拡充 山の学習支援事業
林業環境
政策課

22,017 26,528 ↗
本県の豊かな森林環境に子どもたちが気づ
き、体験活動を通じて森林整備の大切さを
理解するための森林環境学習を実践する小
中学校の取組を支援

小中学校の教員の負担を軽減し、当事業を
活用する学校の増加を図るため、年間の森
林環境学習等の単元計画の作成の参考とす
るための具体的な活用事例や実践プログラ
ムを取りまとめたハンドブックを新たに作成す
る。

8 継続 環境学習推進事業 生涯学習課 5,629 5,375 →

親子の自然体験活動等の機会の提供や小
中学校の宿泊体験活動を支援する。また
H30年度までに育成した体験活動指導者を
本事業及び各種団体が行う活動へ講師派
遣を行う。

民間団体等への補助を行うことで、学校を問
わず様々な学齢の子どもに対して、森林環境
学習や体験の機会を提供することができる。
民間団体が事業を行う際に、他団体の指導
者を招聘するなど、交流が生まれ、指導力の
向上や連携が行われ、県内の自然体験活動
の活性化が図られる。

9 継続
高校生森林環境理
解事業

高等学校課 950 2,036 ↗
高校生に対し森林環境学習を行い、森林環
境の大切さを学び、保全していくことの重要
性を理解してもらう取組みを支援

演習林調査や環境調査などの森林環境学習
に活用する備品（ドローン）を購入するための
増加

10 継続
高校生後継者育成
事業

高等学校課 579 955 ↗ 林業関係の資格取得を推進することにより、
将来の森林整備の担い手の確保を図る。

可搬式林業機械及び車両系建設機械の技
能講習に参加する生徒の送迎バスを借り上
げることによる増加

29,175 34,894 5,719

（14.3%） （14.0%） ↗

令和２年度森林環境税活用事業の予算案
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11 継続
森林環境情報誌作
成等実施委託料

林業環境
政策課

6,050 7,404 ↗ 幅広い県民を対象に、森林の果たす役割や
森林保全の必要性などを広報

今年度は部数を減らして発行したが、メイン
の読者層として想定している20～30代の子
育て世代により多く手にとってもらうため、部
数を増やし、保育所や幼稚園にも配布するこ
とによる増加

12 新規
森林環境教育副読
本作成委託料

林業環境
政策課

－ 950 ↑

子どもたちが山や森林への理解や関心を深
めることを目的に、小学校の授業等で活用し
てもらうため、以前発行していた「MAMORI」
の内容を再編集した森林環境教育の副読本
を作成し、小学３～５年生に配布

森林環境教育副読本はH29年度に発行し、
小学３～５年生に配布した。配布から３年経
過すること、また、現在も送付依頼の問い合
わせがあるなどニーズがあると考えられるこ
とから再度作成を行う。

13 継続
こうち山の日推進事
業

林業環境
政策課

13,265 13,288 → 「こうち山の日（11月11日）」を中心に、県民
が主体となって行う森林整備活動等を支援

事務費の積算単価の増加

14 継続
森林環境学習フェア
開催等委託料

林業環境
政策課

9,165 9,165 →
森林環境学習に関するフェアを開催し、広く
県民に森林環境保全の重要性を理解し、木
材利用や森林への関心を深めていただくた
めの情報発信等を行う。

変更なし

15 新規
木育インストラクター
活動推進事業

林業環境
政策課

－ 2,094 ↑
県内での木育を推進することにより、木に対
する親しみや関心を持ってもらうため、幼児
等に対して行う木育インストラクターの活動
に要する経費を補助する。

木育の普及啓発のためには木育インストラク
ター等による継続的な活動が必要であるが、
現在活動は不十分であることから、その活動
を支援することにより、木育の広がりを目指
す。

16 継続
運営委員会等開催
費

林業環境
政策課

1,400 1,216 → 森林環境保全基金の運営を適正に行うた
め、基金運営委員会の開催を行う。

旅費等を実績に応じて変更したため減少

17 継続
短期課程研修事業
費

森づくり
推進課

705 659 ↘
林業大学校において、林業活動を実践して
いる方の知識や技術の向上を図る「短期課
程」の研修を実施

鳥獣被害対策講座の終了に伴う減

18 新規
シカ対策啓発事業委
託料

鳥獣対策課 － 6,471 ↑

シカが自然環境に与える影響や頭数管理の
重要性について広く啓発し、その担い手であ
る狩猟者の確保に向けた取組としてフォーラ
ム、体験ツアー及び高校生等を対象とした
出前授業を行う。

シカによる森林環境被害については、その対
策が困難であり捕獲による頭数管理が重要
となる。しかし、狩猟者の数は高齢化等から
減少し続けている。
このため、森林環境税を活用し、狩猟の社会
的公益性などを環境面からもPRすることによ
り、さらなる狩猟者の確保につなげていく。

19 新規
希少動植物保護対
策事業

環境共生課 － 3,586 ↑ 広く県民に高知県の自然環境及び生物多様
性の保全の必要性などを広報

希少野生動植物の生息生育情報を県民へ周
知することで、身近な自然や生き物への関心
を高めてもらい、森林環境や生物多様性の
保全のための行動をとってもらうきっかけを
つくる。

30,585 44,833 14,248

（15.0%） （18.0%） ↗

35,479 36,690 1,211

（17.4%） （14.8%） ↗
95,239 116,417 21,178

（46.6%） （46.8%） ↗
204,159 248,687 44,528

※小計欄等の下段の数値は構成比

合計

小計

木材
利用の
促進

20 継続
木の香るまちづくり
推進事業

木材産業
振興課

木材の利用が森林環境の保全に繋がること
を理解してもらえるように、公共的施設の木
質化等の取組を支援

木育推進事業を統合
木育の広まりにより木育推進事業の実施市
町村が増加したため増加

計

県民の
みなさん
の森林へ
の理解と
関わりを
深め
広げる
事業


